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韓国の老人療養施設における
療養保護士の職場環境と介護サービス提供との関連
権　　　® 珠
蘇　　　珍　伊
Ⅰ　はじめに
韓国は、日本よりも速いスピードで高齢化が進み、
世界で３番目に介護保険制度を導入する国となっ
た。1960年代から徐々に増えてきた老人人口は、最
近急激に増加し、2000年には高齢化率7.2％を超え
る高齢化社会に入り、2010年には高齢化率が11.3％
となっている。さらに、2018年には14.3％で高齢社
会に、2026年には23.1％で超高齢社会に、2050年に
は34.4％と超高齢国家になると推測されている（韓
国統計庁 2010）。このような高齢化の進展とともに
高齢者のニーズも多様化し、要介護高齢者の介護問
題が社会的な問題と認識されるようになった。韓国
では従来、儒教思想のもとで家族が老親を扶養して
きたが、核家族化、女性の社会進出、少子化により、
家庭内で高齢者を介護することは限界にきている。
そのため、2007年４月老人長期療養保険法が制定さ
れ、2008年７月から長期療養保険（介護保険）制度
がスタートした。制度施行3年が過ぎた2011年11月
現在、65歳以上の老人人口約513万２千人中、616,685
人が長期療養等級判定を申請し、324,074人が認定
を受けた。また、長期療養機関として、長期療養施
設が4,082ヶ所、在宅老人福祉施設10,904ヶ所が設置
された（老人長期療養保険ホームページ）。長期療
養保険制度は、要介護高齢者に介護サービスを提供
することによって老後の健康増進と生活安定を図
り、また、家族介護者の介護負担を減らすことによ
って高齢者のみならず家族の生活の質を向上させる
ことを目的としている。このような制度の趣旨に適
切な介護サービスを提供するためには、介護マンパ
ワーの役割が非常に重要である。韓国では新しい長
期療養保険制度の介護マンパワーとして、2008年１
月に療養保護士制度が法定化された。療養保護士資
格は、学歴・年齢の制限がなく、老人福祉法第39条
の３による療養保護士教育機関での教育課程を修了
し、市・道知事による資格検定を受け交付されるが、
資格制度を巡る教育の質や教育環境の問題、専門性
の問題、資格者の過剰な輩出など、様々な問題が指
摘され、2010年４月老人福祉法および施行規則の改
定により国家試験制に転換された（老人長期療養保
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要　旨
本研究は、韓国の老人療養施設で働いている療養保護士の勤務状況を把握し、介護サービスの提供状況に関連する職場環境要
因を検討することを目的としている。韓国のK道下の老人療養施設18ヶ所の療養保護士450人を対象とし、自記式質問紙を用い
た郵送調査を行い、分析は、重回帰分析を用いた。その結果、療養保護士の介護サービスの提供に、緊急体制及び働きやすい環
境整備、雇用形態、職場内の教育体制、仕事の専門性、上司との関係、利用者との関係、職場全体の人間関係及び雰囲気などが
関連していることが明らかになった。以上の結果を踏まえ、療養保護士が良い介護サービスを提供できるよう支援するためには、
療養保護士の処遇を改善することや働きやすい環境整備を行うこと、仕事の専門性を高めること、療養保護士が自己研鑽できる
ように職場内の教育体制を整えることが支援の課題であるといえる。
Abstract
According  to  questionnaire  survey  to  care  workers  at  Nursing  homes  in  Korea,  service  provision  is  affected  by
emergency  procedures,  working  environment,  employment  status,  education  system,  expertness,  hierarchical  relationship,
relationship  with  clients,  human  relationship  and  climate  at  work.  For  care  workers  to  provide  better  service,  they
should  be  treated  better,  working  environment  should  be  pleasant,  expertness  should  be  raised  and  education  system
should  be  convenient  for  self-study.
険ホームページ）。
このように、療養保護士の法的根拠が整備され、
業務独占になってきたものの、処遇や報酬水準は市
場経済に任されているため、資格取得者の中、就職
率が３割未満である厳しい現状であり（石 2010）、
適切な処遇や報酬を期待することは難しい。また、
処遇面のみならず、療養保護士の職場環境について
も非常に厳しいことが報告されている。全国療養保
護士協会は、長期療養保険施行１年を振り返り、非
現実的な人力配置基準、高い労働強度、常時的解雇、
不当な業務指示、生計を立てることが不可能な低賃
金などが療養保護士の置かれている現状であると指
摘している（Moon 2009）。介護サービスは、療養
保護士と利用者の相互作用によって行われるため、
質の高い介護サービスを提供するためには、利用者
との信頼関係のもとで自らの専門性を発揮できる有
能な療養保護士を確保しなければならない。また、
療養保護士の実践力は、本人の意欲や能力のみなら
ず、職場環境にも大きく左右されると考えられる
（蘇ほか 2006）。よって、療養保護士が働きやすい
環境を整備し、彼らの専門性を伸ばせる体制を整え
るように職場環境を改善していかなければならな
い。そのためには、実際に療養保護士がどのような
状況で働いているのか、また、介護サービス提供に
どのような職場環境要因が影響を与えているのかを
把握する必要があるだろう。
そこで、本研究では、韓国の老人療養施設で働い
ている療養保護士の勤務状況を把握し、職場環境と
介護サービスの提供状況との関連を明らかにするこ
とを目的とし、質問紙調査を行った。また、以上の
結果を踏まえ、療養保護士が良い介護サービス提供
を行えるように支援するには、どのような職場環境
の整備が必要なのかについての提言を行う。
Ⅱ　研究方法
（1）調査対象と方法
調査対象は、韓国のK道下の老人療養施設18ヶ所
の療養保護士450人であり、調査期間は、2011年１
月の１ヶ月間であった。調査方法は、自記式質問紙
を用いた無記名調査であり、郵送で各施設に配布し、
郵送で回収した。有効回収数は322票、有効回収率
は71.6％であった。
（2）調査内容
本調査で用いた質問項目は、以下のとおりである。
療養保護士の基本属性及び勤務状況を把握するた
めに、性別、年齢、最終学歴、所持資格、経験年数、
雇用形態、職場でのポジション、担当利用者数、勤
務時間、平均収入、担当業務について尋ねた。次に、
介護職員の職場環境を把握するために、先行研究
（冷水ほか 1986；Vinokur-Kaplan, et al. 1994；菊池
1999；林ほか 2002；窪田 2002；清水ほか 2002；蘇
ほか 2006：2007）を参考に職場での人間関係や雰
囲気、待遇、勤務体制や業務分担、仕事の専門性、
福利厚生、研修教育体制を尋ねる10カテゴリーの32
項目を設定した。職場環境の回答選択肢は、「全く
そう思わない（１点）」～「非常にそう思う（５点）」
の５件法とし、５点満点で得点化した。次に介護職
員の介護サービスの提供状況については、介護職員
本人の介護サービス提供に関する自己評価によって
把握することとした。質問項目は、福祉サービス第
三者評価の特別養護老人ホームの職員用の自己評価
項目を用い（とうきょう福祉ナビゲーション 2010）、
サービス情報の提供、サービスの開始・終了時の対
応、個別状況に応じた計画策定・記録、サービスの
実施、プライバシーの保護等個人の尊厳の尊重、事
務所事業の標準化の６カテゴリーの24項目を設定し
た。介護サービスの提供状況の回答選択肢は、それ
ぞれの項目についてどの程度実践できているのかを
尋ね、「できていない（１点）」～「できている（５
点）」の５件法とし、５点満点で得点化した。最後
に、職場環境の10カテゴリーと介護サービス提供の
自己評価の６カテゴリーについては、Cronbachα
係数の確認（表２・３）や研究者によるエキスパー
トレビューを受けて修正したため、本研究で用いた
測定尺度は信頼性と内容妥当性を有しており、測定
尺度として適切なものであると判断できる。
（3）倫理的配慮
質問紙の表紙に研究の趣旨を説明する依頼文を載
せ、匿名性とプライバシーを遵守すること、研究目
的以外で利用しないこと、回答者から同意された場
合のみ無記名で回収することを明記した。療養保護
士への質問紙の配布及び回収は施設側に一任した
が、回答者のプライバシーを守るため、質問紙の記
入後、必ず封筒を封印して出すようにお願いした。
また、回収された調査票をすべてデータ化して施設
及び回答者の匿名性が確保されるようにした。
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（4）分析方法
療養保護士の基本属性及び勤務状況を把握するた
めに単純集計を行い、療養保護士の職場環境、介護
サービス提供状況を把握するために記述統計量を算
出した。また、療養保護士の介護サービス提供状況
に関連する職場環境要因を明らかにするため、強制
投入法による重回帰分析を行った。独立変数は、職
場環境の10カテゴリーの合計素得点のほか、統制変
数として「性別」「雇用形態」を投入した。従属変
数は、介護サービス提供の自己評価の６カテゴリー
の合計素得点を投入した。なお、VIF値より独立変
数間に多重共線性が存在しないことを確認した。統
計解析には、「SPSS16.0 for windows」を用いた。
Ⅲ　結果
（1）療養保護士の基本属性及び勤務状況の単純集計
結果
療養保護士の基本属性及び勤務状況を表１に示
す。性別については、「女性」が圧倒的に多く、
91.1％であった。年齢については、「50歳代」が
51.2％と最も多く、次いで「40歳代」が24.8％であ
った。平均年齢は49.6±7.2歳であり、40歳代・50歳
代が約８割弱を占め、年齢層が高い傾向がみられた。
最終学歴については、「高等学校卒」が55.9％で最
も多く、次いで「中学校卒」が24.9％であり、日本
の介護職員より最終学歴が低い傾向がみられた。所
持資格については、2008年度からスタートした長期
療養保険制度の介護マンパワーとして療養保護士制
度が法定化されたため、老人療養施設で働くすべて
の者が療養保護士の資格を有することとなり、すべ
ての人が療養保護士の資格を所持していた。平均経
験年数は、通算3.1±3.0年であり、新制度の導入の
影響で新しく資格を取得し、介護職に就いた人が多
いため、経験年数が低い傾向がみられたと考えられ
る。雇用形態については、「非常勤（契約職）・パ
ート等」が60.9％であり、「常勤」の39.1％より多か
った。職場でのポジションついては、「一般介護職」
が95.1％であり、「主任又はチーフ（管理職）」が少
なく、回答者のほとんどが一般療養保護士であった。
担当利用者数については、「10人以上」が57.7％で
最も多かったが、質問項目の意味を自分が所属して
いる班が担当している利用者総数を答えた場合と、
利用者総数を担当している介護職員数に割って一人
あたりの人数で答えた場合が考えられるため、療養
保護士一人当たりの担当利用者数を正確に把握する
ことはできない。１ヶ月あたりの平均収入について
は、131.7（±23.3）万ウォン（約100,000円）であ
った。国によって物価や貨幣の単位などが異なるた
め、単純比較はできないが、他の産業と比べ低い賃
金水準であることが報告されている。１日あたりの
平均勤務時間は13.3（±5.7）時間であった。この結
果は、24時間勤務48時間休み（３交代）又は、24時
間勤務24時間休み（２交代）の勤務形態が増えてい
る韓国の施設の勤務形態の特殊性を反映しているも
のであり、１日３交代制（約８時間勤務）と比べ、
勤務時間が長くて体力的な負担が大きいことが予測
される。担当業務については、「身体的支援」を担
当している回答が最も多く、次いで「基本的な生活
支援」、「介護業務日誌やケース記録の記入」「心理
精神的支援」の順で担当している割合が高かった。
また、回答者のほとんどが一般介護職であったため、
「スタッフの指導や運営管理等」、「関係機関等との
連絡調整等」の業務はほとんど担当しておらず、身
辺介護業務以外に「生活機能訓練」や「ボランティ
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表１　療養保護士の基本属性及び勤務状況
アや実習生の管理・指導」などの業務を
行っていることがうかがえた。
最後に、所属機関属性として運営母体
を尋ねたところ、社会福祉法人が12ヶ所
で最も多く、社会福祉法人以外の法人又
は公益団体が３ヶ所、民間団体が３ヶ所
であった。
（2）療養保護士の職場環境及び介護サー
ビス提供の自己評価の記述統計量
療養保護士の職場環境の記述統計量を
表２に、介護サービス提供の自己評価の
記述統計量を表３に示す。まず、職場環
境においては、「同僚との関係」の平均値
が3.92と最も高く、次いで「職場全体の人
間関係及び雰囲気」が3.73であった。一方、
最も低かったのは、「待遇」の2.43であり、
次いで「福利厚生」の2.80であった。次に、
介護サービス提供の自己評価においては、
「プライバシーの保護等個人の尊厳の尊
重」が4.14と最も高く、「サービス情報の
提供」が3.65と最も低かったが、全体的に
3.5点以上とやや高い得点を示した。
（3）療養保護士の職場環境と介護サービ
ス提供の自己評価の重回帰分析結果
重回帰分析の結果を表４－１、４－２
に示す。療養保護士の職場環境と介護サ
ービス提供の自己評価の関連について、
有意差がみられたものを記す。「サービス
情報の提供」に対して、「職場内の教育体
制（β=0.302）」が0.1%水準で有意であり、
最も強く関連している職場環境要因であ
った。次いで「利用者との関係（β
=0.144）」が5％水準で有意であった（F
（12,199）=8.826, 調整済みR2=0.308）。「サ
ービスの開始・終了時の対応」に対して、
「雇用形態（β=－0.176）」と「職場内の
教育体制（β=0.279）」が１％水準で有意
であり、強く関連している職場環境要因
であった。次いで「緊急体制及び働きや
すい環境整備（β=0.196）」が５％水準で
有意であった（F（12,200）=8.945, 調整済
みR2=0.310）。「個別状況に応じた計画策
定・記録」に対して、「性別（β=0.140）」
「仕事の専門性（β=0.221）」「緊急体制及
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表２　療養保護士の職場環境の記述統計量
表３　療養保護士の介護サービス提供の自己評価の記述統計量
び働きやすい環境整備（β=0.239）」「職場内の教育
体制（β=0.214）」が１％水準で有意であり、強く
関連している職場環境要因であった。次いで「雇用
形態（β=－0.125）」が５％水準で有意であった
（F（12,195）=15.154, 調整済みR2=0.451）。「サービス
の実施」に対して、「仕事の専門性（β=0.320）」と
「緊急体制及び働きやすい環境整備（β=0.318）」が
0.1%水準で有意であり、最も強く関連している職場
環境要因であった。次いで「雇用形態（β=－0.143）」
が1％水準で有意であり、「上司との関係（β=0.171）」
が5％水準で有意であった（F（12,193）=16.832, 調整
済みR2=0.481）。「プライバシーの保護等個人の尊厳
の尊重」に対して、「雇用形態（β=－0.145）」「職
場全体の人間関係及び雰囲気（β=0.137）」「緊急体
制及び働きやすい環境整備（β=0.201）」が５％水
準で有意であった（F（12,200）=6.896, 調整済み
R2=0.250）。「事務所業務の標準化」に対して、「緊
急体制及び働きやすい環境整備（β=0.246）」が
１％水準で有意であり、強く関連している職場環境
要因であった。次いで「上司との関係（β=0.201）」
が５％水準で有意であった（F（12,200）=10.369, 調
整済みR2=0.347）。なお、以上の6つの重回帰モデル
のF値はすべて0.1％水準で有意であっため、これら
の重回帰モデルは有効であることが示された。
Ⅳ　考　察
（1）療養保護士の職場環境及び介護サービス提供状
況
分析の結果、韓国の療養保護士の特性としては、
女性が多く、年齢層が高く、最終学歴が低いという
傾向がみられた。また、勤務状況としては、常勤職
員の割合が4割未満で雇用形態が安定していないこ
と、勤務時間が長いことが確認された。担当業務は、
身辺介護を中心に行っていた。
療養保護士の職場環境の記述統計量からは、職場
での人間関係や雰囲気には満足する傾向であるが、
待遇や福利厚生にはあまり満足していない傾向がみ
られた。上司と同僚との人間関係については、上司
より同僚との関係が良いことがうかがえた。また、
利用者との関係については、良好な関係を築いてい
ると感じているものの、対応しにくい場面もあり、
困難を抱えていることがうかがえた。なお、職場内
の教育体制については、研修機会が十分ではないこ
とがうかがえた。
介護サービス提供の自己評価の記述統計量から
は、すべての項目において3.5点以上の得点が示さ
れ、自分が行っている介護サービスの提供について
ある程度できていると評価している傾向がみられ
た。特にプライバシーの保護等個人の尊厳の
尊重は、４点以上の高い得点が示され、利用
者のプライバシーを保護し、利用者の権利を
守り、個人の意識を尊重しながら介護サービ
スを提供していることがうかがえた。
（2）療養保護士の職場環境と介護サービス提
供の自己評価との関連
療養保護士の介護サービス提供の自己評価
に関連している職場環境要因について、介護
サービス提供の自己評価のカテゴリーに共通
して有意な関連が示された「緊急体制及び働
きやすい環境整備（５カテゴリー）」「雇用形
態（４カテゴリー）」「職場内の教育体制（４
カテゴリー）」「仕事の専門性（２カテゴリー）」
「上司との関係（２カテゴリー）」「利用者との
関係（１カテゴリー）」「職場全体の人間関係
及び雰囲気（１カテゴリー）」順に考察を行う
こととする。まず、「緊急体制及び働きやすい
環境整備」は、「サービス情報の提供」を除く
すべてのカテゴリーに影響を与えていること
が明らかになった。すなわち、職場内で緊急
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表 4－2 職場環境と介護サービス提供の自己評価の重回帰分析結果（2）
時や問題発生時の対応方法が明確に規定されている
ことや、施設が働きやすいつくりになっていること
は、療養保護士が介護サービスを提供する際に起こ
りうる様々な問題に迅速に対応することができ、利
用者の安全面に配慮しながら、介護サービスを提供
できることにつながると考えられる。施設がどのよ
うなつくりになっているのかは、利用者にとって良
い生活空間を確保することと直結することである
が、療養保護士の動線を決める重要なポイントにも
なり、無駄な動きを省き、疲れずに効率よく働ける
かどうかを左右する重要な要因になる。そのため、
緊急体制及び施設のハード面の整備は、療養保護士
の実践力を向上させるために重要であると考えられ
る。
次に、「雇用形態」は、「サービス情報の提供」
「事務所業務の標準化」を除く４つのカテゴリーに
影響を与えていることが明らかになった。これは、
負の関連であっため、「常勤」より「契約職・パー
ト」の方が介護サービス提供の自己評価が高いとい
う結果である。Choi（2010）は、療養保護士の調査
結果から、統計的に有意な差はみられなかったが、
職務満足は「常勤」より「契約職・パート」の方が
高い傾向であり、バーンアウトは「常勤」より「契
約職・パート」の方が低い傾向であると報告してい
る。つまり、「常勤」の療養保護士は、「契約職・パ
ート」の職員より、仕事の責任や負担は大きい反面、
勤務条件や待遇などは変わらないため、職務満足が
低く、燃え尽きやすいことがうかがえる。一方、
「契約職・パート」は、雇用形態が不安定であるた
め、「常勤」になれるように頑張って業務に取り組
むため、自らの仕事ぶりに対する評価が高い傾向で
あると解釈することができる。しかし、本研究の調
査対象者も6割以上が「契約職・パート」であり、
多くの療養保護士が不安定な雇用状態、劣悪な環境
で働いていることが現状であるため（Moon 2009）、
療養保護士の処遇や労働条件の改善が求められる。
次に、「職場内の教育体制」も４つのカテゴリー
に影響を与えている重要な環境要因であった。特に
主な介護サービスを実施することより、「サービス
情報の提供」や「サービス開始・終了時の対応」
「個別状況に応じた計画策定・記録」と強い関連が
みられ、利用者の個性を尊重し、一人ひとりの状況
に合わせたサービスを提供するためには、療養保護
士が常に自らの専門性を伸ばし、自己研鑽できるよ
うに職場内で教育的な支援を行う必要があると考え
られる。次に、「仕事の専門性」は、「個別状況に応
じた計画策定・記録」「サービスの実施」と強い関
連が示された。利用者の個別計画策定・記録やサー
ビスの実施は、介護の専門性が強く問われる仕事で
ある。これは、職場内で療養保護士の仕事の専門性
が認められ、それに配慮した処遇や人員配置などが
行われることであり、その結果、仕事に自信を持っ
て専門性を発揮することができると考えられる。し
かし、介護の現場において、療養保護士の専門性に
ついての認知度は低いのが現状である。蘇（2011）
は、療養保護士は、自らの仕事の専門性が認められ
ない、社会的認識が低く、無視されることが多いと
感じており、その結果、仕事へのプライドや自信感
を失くし、精神的ストレスにつながると指摘した。
よって、療養保護士の専門性と仕事に対する認識を
改善することが重要であると考えられる。
次に、「上司との関係」「利用者との関係」「職場
全体の人間関係及び雰囲気」の職場内の人間関係要
因である。「上司との関係」は、「サービスの実施」
「事務所業務の標準化」と関連しており、どちらも
上司からの業務指導や協力なしには遂行できない領
域である。また、「利用者との関係」は、「サービス
情報の提供」との関連が示された。利用者と良好な
関係を築いている療養保護士は、常に利用者のニー
ズを正確に把握することができ、利用者に必要なサ
ービスの情報を提供することができると考えられ
る。なお、「職場全体の人間関係及び雰囲気」は、
「プライバシーの保護等個人の尊厳の尊重」との関
連が示された。これは、職場全体の良い人間関関係
や雰囲気によって、利用者や職員を含むすべての人
間への尊厳が大事にされることになると考えられ
る。利用者のプライバシー保護と個人の尊厳は、介
護サービスにおいて最も重要な価値であり、療養保
護士がこのような意識をもつだけではなく、実践で
きるように、職場の良い人間関係や雰囲気を保つこ
とが重要であるといえる。
Ⅴ　まとめと今後の研究課題
本研究では、韓国の老人療養施設で働いている療
養保護士の勤務状況を把握し、職場環境と介護サー
ビスの提供状況との関連を明らかにすることを目的
とし、質問紙調査を行った。その結果、療養保護士
の介護サービスの提供に、緊急体制及び働きやすい
環境整備、雇用形態、職場内の教育体制、仕事の専
門性、上司との関係、利用者との関係、職場全体の
人間関係及び雰囲気などが関連していることが明ら
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かになった。以上の結果を踏まえ、療養保護士が良
い介護サービスを提供できるように、どのような職
場環境の整備が必要なのかについての提言を行う。
第１に、緊急体制を整えることである。緊急時や問
題発生時、どうすればよいのか、その対応について
マニュアル化し、誰が対応しても一定の業務水準が
保たれるように認識を共有することが求められる。
第２に、療養保護士の労働条件の適切性を検討し、
働いている職員たちの意見に基づいて職場環境が整
備されるよう療養保護士からの改善事項や要望など
を積極的に受け入れた職場環境の改革を推進するこ
とが求められる。第３に、職場内の教育体制を整え
ることと仕事の専門性を確保することである。療養
保護士の自覚を高め、資質を向上させるために教育
研修体制を整備することが課題であり、同時に、療
養保護士の仕事に対する社会的認識を高めていくた
めの対策が必要である。そして、職場においては、
療養保護士の仕事や役割が尊重され、自信を持って
専門性を発揮できるよう支援することが求められ
る。第4に、職場内で良い人間関係及び活気ある雰
囲気が形成されるように配慮することである。上司
との関係や利用者との関係はもちろん、職員同士の
チームワームを向上させ、療養保護士一人ひとりが
心をひとつにして介護サービス提供に取り組むこと
が重要である。以上のように職場環境を整備するこ
とによって、療養保護士の介護サービスの質を高め
ることができると考えられる。
最後に本研究の限界と今後の課題について述べ
る。本研究では、日本の介護職員に関する先行研究
をベースとした調査設計が行われたため、韓国の状
況に十分当てはまらないところがあった。今後、韓
国の事情に合わせて調査設計の改善を行い、療養保
護士を対象とする実証研究を積み重ねていくことが
研究課題である。
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